
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

保健体育 平成２２年度 舩越 一彦 ４ 通年 履修単位２ 必 

 

［授業のねらい］ 

 生涯スポーツの一環として，軽スポーツとしてのテニス・ソフトテニスを中心に授業を行い，自己に応じた練習やゲームができるよ

うに技能を高め，自主的に運動する能力や態度を養う. 

 

［授業の内容］ 

前期 

第 1週  スポーツテスト 

第 2週  スポーツテスト，テニス・ソフトテニス基本練習 

第 3週  テニス・ソフトテニス（第 3週～第 9週） 

第 4週  基本練習（グランドストローク，サーブ，ボレー等） 

第 5週  基本練習 

第 6週  基本練習，ゲーム 

第 7週  ゲーム（テニス・ソフトテニスのダブルス，リーグ戦） 

第 8週  体育祭に振り替え 

第 9週  基本練習，ゲーム 

第 10 週  基本練習，ゲーム 

第 11 週  水泳 

第 12 週  水泳 

第 13 週  テニス・ソフトテニス，ゲーム 

第 14 週  テニス・ソフトテニス，ゲーム 

第 15 週  テニス・ソフトテニスの実技テスト，ゲーム 

 

 （雨天時は，卓球，バスケットボール） 

 

 

 

後期 

第 1週  テニス・ソフトテニス（第 1週～第 9週） 

第 2週  基本練習（前期と種目変更） 

第 3週  基本練習，ゲーム 

第 4週  基本練習，ゲーム 

第 5週  基本練習，ゲーム 

第 6週  ゲーム 

第 7週  ゲーム 

第 8週  体育祭に振り替え 

第 9週  ゲーム 

第 10 週  長距離走，テニス・ソフトテニス，ゲーム 

第 11 週  長距離走，テニス・ソフトテニス，ゲーム 

第 12 週  長距離走，テニス・ソフトテニス，ゲーム 

第 13 週  長距離走，テニス，ソフトテニス，ゲーム 

第 14 週  テニス・ソフトテニスの実技テスト，ゲーム 

第 15 週  テニス・ソフトテニス，ゲーム 

 

 （雨天時は，卓球，バスケットボール） 

（次ページにつづく） 



 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．自己の能力に応じた技能の習得や問題解決の努力によって個

人技能を高め，意欲的に楽しくゲームに参加できる． 

２．テニス・ソフトテニスの基本技能（グランドストローク，サ

ーブ等）の習得により，ゲームでのプレーが上手くできる． 

３．水泳では，３種目（クロール，平泳ぎ，背泳）の 25M 完泳し

長い距離も泳げる． 

 

 

４．長距離走では，自己の到達目標に向かい，記録向上を目指し

て意欲的に取り組むことができる． 

 

 

［この授業の達成目標］ 

各種目の特性に触れ，自己の能力やチームの課題に適した練習や

ゲームを通じて個人技能や集団技能を身に付け，簡単な戦術を生

かしてゲームができ，さらに，各競技に意欲的に参加し，体力向

上を目指す合理的な運動の仕方を身に付けることに努力できる． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～４についての達成を目標として評価す

る．特に，学習への意欲，向上心，個人技能（能力，習熟の程度）

集団技能（役割，能力，戦術等）を重視して，百点法で 60 点以上

の成績を目標の達成のレベルとする． 

［注意事項］ 

１．服装は，運動のできる服装（ジャージ，テニスに適したシューズ）を着用のこと． 

２．日直は，事前に担当教官の指示を受け，クラス全員に連絡を徹底すること． 

３．病気，けが等見学するときは，事前に届け出ること． 

４．身体に障害（内臓疾患，皮膚疾患等）があり運動が制限されている学生は，医師の診断書を提出しその旨を申し出ること． 

 

  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

テニス・ソフトテニスについての試合上のルールを覚えておくこと． 

［レポート等］ 

長期欠席，見学する学生についてはレポートを提出． 

教科書：特になし 

参考書：SPORTS GUIDANCE（一橋出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

実技科目による評価を 70 点，授業に対する姿勢（学習意欲，向上心，記録成果への進展状況等）を 30 点として 100 点法で評価する． 

 

［単位修得要件］ 

上記の評価により 60 点以上を取得すること． 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

保健体育（つづき） 平成２２年度 舩越 一彦 ４ 通年 履修単位２ 必 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

言語表現学Ⅰ 平成２２年度 石谷 春樹 ４ 前期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

コミュニケーションにおいて最も大切なことは，自分の考えを相手に分かりやすく，正確かつ印象的に伝えることと，自分のもって

いる情報を相手に正確に効率よく伝えることである．そこで，本授業では，様々な表現の手段を身につけることを目標とする． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ａ）の＜視野＞および（Ｃ）の

＜発表＞と JABEE 基準 1(1)の(a)，(f)に対応する． 

第１週 「言語表現学Ⅰ」授業の概要および学習方法の説明 

第２週 「話すこと・聞くこと」基礎編 １ 

第３週 「話すこと・聞くこと」基礎編 ２ 

第４週 「話すこと・聞くこと」基礎編 ３ 

第５週 「書くこと」基礎編 １ 

第６週 「書くこと」基礎編 ２ 

第７週 「書くこと」基礎編 ３ 

第８週 「書くこと」基礎編 ４ 

 

 

 

 

第９週  「敬意表現」基礎編 1 

第１０週 「敬意表現」基礎編 ２ 

第１１週 「話すこと・聞くこと」応用編 １ 

第１２週 「話すこと・聞くこと」応用編 ２ 

第１３週 「書くこと」応用編 １ 

第１４週 「書くこと」応用編 ２ 

第１５週 「言語表現学Ⅰ」授業のまとめ 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．「話すこと・聞くこと」基礎編では，スピーチの仕方，自己

紹介，伝達方法など，「発音」，「表情・姿勢・視線」などの

話すことについてと，よい聞き方とは何かを理解している． 

２．「書くこと」基礎編では，文章の書き方について，「文章構

成」，「わかりやすい文の基礎知識」，「要約文」，「表記の

仕方」，「避けたい言葉」，「避けたい表現」の基礎知識を理

解している． 

３．「敬意表現」基礎編では，「尊敬」，「謙譲」，「丁寧」の

３種類の基礎を理解している． 

４．「話すこと・聞くこと」応用編では，より良い報告の仕方と

面接のあり方を理解している． 

５．「書くこと」応用編では，説明文，報告文，意見文の書き方

を理解している． 

 

［この授業の達成目標］ 

話すこと，聞くこと，書くこと，敬意表現についての知識を身

につけ，コミュニケーションにとって，もっとも大切な自分の気

持ちを正確に相手に伝えることができる． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～５を網羅した定期試験を一回実施す

る．また，その他レポート，小テスト，口頭発表等で出題し，目

標の達成度を評価する．達成度評価における各「知識・能力」の

重みは概ね均等とする．合計点の 60％の得点で，目標の達成を確

認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］本科目はコミュニケーション能力を身につけることを重点において学習する．授業には積極的な取り組むこと，また，授

業中のみならず，課題提出を求めたり，小テストを行うので，日頃の予習復習に力を入れること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］高専国語に関するすべての学習内容． 

［自己学習］授業の予習，復習及び自宅学習による課題の作成，小テストの学習，また，夏期休業中の宿題（外部コンクールに応募）

の作成などに必要な標準的学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「国語表現活動マニュアル」中村 明 川本信幹 監修（明治書院），「パスポート国語必携」(桐原書店)，およびこれら

に関するプリントを使用する． 

 参考書：「理科系の作文技術」木下是雄（中央公論社）,「ベネッセ表現読解国語辞典」沖森卓也 中村幸弘（ベネッセ） 

第１学年次に購入した学校指定の「電子辞書」,国語便覧などを持参すること． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期末試験を 60％，自宅学習による提出課題を 20％，小テスト・口頭発表等の結果を 20％として評価する．ただし，再試験を行わ

ない． 

［単位修得要件］ 

 前期末試験，提出課題・小テスト・口頭発表等の結果，学業成績で６０点以上を取得すること． 



 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

歴史学概論Ⅰ 平成２２年度 小倉正昭 ４ 前期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］西洋の近代の過程を理解することは世界的視野の教養の拡大だけでなく，日本人の近代化の特殊性を理解する上で非

常に重要であるので，西洋近代史の理論と具体的展開を理解して日本の近代化の過程との相違を考える． 

[授業の内容］すべての内容は，教育・学習目標(A)<視野>及び 

ＪＡＢＥＥ基準 1(1)(a)に対応する． 

 

第１週 近世絶対主義の理論と定義 

第２週 近世絶対主義の具体的展開―スペイン・オランダ 

第３週 近世絶対主義の具体的展開―イギリス・フランス 

第４週 日本の絶対主義の成立  

第５週 市民革命の理論 

第６週 市民革命の具体的展開－オランダ・イギリス 

第７週 市民革命の具体的展開―フランス・アメリカ 

第８週 中間試験 

 

 

 

第９週  産業革命の理論 

第１０週 産業革命の具体的展開―イギリス 

第１１週 産業革命の具体的展開―フランス、アメリカ 

第１２週 日本の産業革命 

第１３週 帝国主義の理論 

第１４週 帝国主義の具体的展開―イギリス・フランス・ドイツ 

第１５週 日本の帝国主義 

 

［この授業で習得する｢知識・能力｣］ 

１． 西洋の近世社会の成立が理解できる． 

２． 西洋と日本の近世の相違が理解できる． 

３．西洋の市民革命の性格が理解できる． 

４．日本の市民革命の問題点が理解できる． 

 

 

５．西洋の産業革命の特色が理解できる． 

６．日本の産業革命の特色が理解できる． 

７．西洋の帝国主義の成立と展開が理解できる．  

８．日本の帝国主義の成立と展開が理解できる． 

 

［この授業の達成目標］ 

西洋と日本の近世の成立と市民革命の違い，西洋の産業革命の発

展過程と日本の産業革命の特質を理解し，西洋と日本の帝国主義

の成立過程と両者の相違を理解している． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

｢知識・能力｣の１～８を網羅した問題を中間試験と定期試験で出

題して，目標の達成度を評価する．１～８は同じ重みである．合

計点の 60％の得点で，目標の達成を評価できるレベルの試験を出

題する．長期休暇中にレポートを課題として提出させて評価する． 

［注意事項］新聞，テレビニュース等も教材として随時利用する．また「世界史図説」は授業に必ず携帯すること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］今日，世界で生起している歴史的事件に関心を寄せておくこと． 

［自己学習］ 

 授業で保障する学習時間と，予習・復習(中間試験，定期試験のための学習も含む)，およびレポート作成に必要な標準的時間の総計

が，45 時間に相当する． 

教科書：北村正義・編『概説 世界の歴史』(学術図書出版社)，色川大吉『近代日本の戦争』(岩波ジュニア新書) 

参考書：川北稔『砂糖の世界史』(岩波ジュニア新書) 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

中間試験と定期試験(期末試験)の結果を 80%，レポートを 20％として評価する．ただし前期中間の試験について 60 点に達していない

者には再試験を行い，60 点を上限として再試験の成績で置き換える．前期末試験については再試験を行わない． 

 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上取得すること． 



 
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

技術者倫理入門Ⅰ 平成２２年度 奥 貞二 ４ 前期 学修単位 1 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

地球環境を保全し，社会生活を送る上で必要となる基礎知識や，技術者はどうあるべきか等について，色々な角度から講義する． 

［授業の内容］ 

第 1週～第 15 週までの内容はすべて，学習・教育目標(Ａ)＜技術

者倫理＞（JABEE 基準 1(1)(ｂ)）に相当する． 

第１週 授業の概要 

第２週 科学技術と人間：科学の歴史 1 

第３週 科学の歴史 2科学の特徴 

第４週 科学の特徴 

第５週 科学の本質 

第６週 技術者の特徴 

第７週 技術者の心得るべき事柄 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 真の豊かさとは 

第１０週 現在の若者の特徴 

第１１週 働くことの意味 

第１２週 本田宗一郎 

第１３週 資本主義経済 

第１４週 仕事・職業 

第１５週 創造性．技術者と科学者の違い 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．科学史を理解できる． 

２．科学の特徴を理解できる． 

３．技術者の特徴を理解できる． 

４．現在日本の現状と若者の特徴を理解できる． 

５．代表的技術者モデルの生き方を理解できる． 

６．資本主義経済の特色を理解できる． 

７．職業・仕事につくことの意味を理解できる． 

[この授業の達成目標] 

科学史，科学技術の特徴，現代日本社会の特徴を理解しており，

代表的技術者のモデル，資本主義の特徴，仕事につくことの意味

を理解している． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～７を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験とレポートで出題し，目標の達成度を評価する．

達成度評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．

合計点の 60％の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を

課す． 

［注意事項］ その都度取り上げる参考文献は，目を通しておくことが望ましい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及びレポート作成に必要な標準的

な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「技術者入門」 松島隆裕著（学術図書出版） 

 参考書：「科学技術のゆくえ」加藤，松山編（ミネルヴァ書房）「豊かさとは何か」暉峻淑子（岩波新書）他,授業中指示する． 

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を 80％，レポートを 20％とする．但し，前期中間の評価で 60

点に達していない学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の

成績を再試験の成績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポートを提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

法学Ⅰ 平成２２年度   高橋 誠記 ４  前期 学修単位 １ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

 新聞で報道される事件・事象や論説で取り扱われる対象の中には，国の基本法である憲法と関わりのあることが多い．一方，わずか

103 条からなる日本国憲法であるが，実生活との関連で意識されることはあまり多くないように思われる．そこで，適宜，新聞で報道

される政治・経済・文化的事象や事件,教育行政上の諸問題などと憲法との関連を取り上げながら，憲法の体系と法的な物の考え方を

身につけさせ，社会の仕組の中でのエンジニアのあり方を考えさせる契機とする． 

［授業の内容］ 

第１週から第 1５週までの内容は，全て学習・教育目標（A)＜視

野＞＜技術者倫理＞と JABEE 基準１(1)(a),(b),(e),(g)に相当す

る． 

第１週 法とは何か 

第２週 憲法の概念・意義と日本国憲法の全体像 

第３週 日本国憲法の基本原則 

第 4 週 統治の原理・機関・作用Ⅰ（国会・内閣） 

第５週 統治の原理・機関・作用Ⅱ（裁判所） 

第６週 統治の原理・機関・作用Ⅲ（財政・地方自治） 

第 7 週 統治の原理・機関・作用Ⅳ（天皇・その他） 

第８週  前期中間試験 

第 9 週  基本的人権総論Ⅰ 

第 10 週 基本的人権総論Ⅱ  

第 11 週 基本的人権各論Ⅰ（精神的自由） 

第 12 週 基本的人権各論Ⅱ（身体的自由） 

第 13 週 基本的人権各論Ⅲ（参政権・平等権） 

第 14 週 基本的人権各論Ⅳ（財産権《著作権含む》） 

第 15 週 基本的人権各論Ⅴ（社会権） 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．法の意義を理解できる． 

２．憲法の概念・意義を理解できる． 

３．日本国憲法の特色を理解できる． 

４．我が国の統治機構の基本（含裁判員制度）が理解できる． 

５．地方自治の内容について理解できる． 

５．憲法上保障されている基本的人権の内容が理解できる． 

６．現代的な新しい権利と憲法の規定との関係が理解できる． 

７．財産権（著作権を含む）の内容が理解できる． 

８．精神的自由と財産的自由との制約の違いが理解できる． 

９．社会権の内容が理解できる． 

10．参政権と憲法改正手続きについて理解できる． 

［この授業の達成目標］ 

 国の基本法である憲法の体系と，関連の法律に関する知識を身

につけさせ，法的な思考力を基礎に，エンジニアを目指す者とし

て，実社会の仕組の中での自らの位置づけを考えることができる． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記「知識・能力」の各項に関するレポートを提出させ，各箇

の達成度を評価するとともに，各項全般にわたる問題を定期試験

で出題することで，その目標の達成度を評価する． 

 レポート及び定期試験においては，60％の得点で，目標を達成

できるレベルの課題又は試験を課す． 

［注意事項］ レポートは必ず提出すること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 政治・経済（第２学年必修） 

［自己学習］ 

 授業で保証する学習時間と，予習・復習（レポート作成に必要な学習時間及び定期試験のための学習を含む）の学習時間の総計が

45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：辰村吉康・武居一正編著「ガイドブック憲法」（嵯峨野書院）使用予定． 

 参考書等：配布するプリントのほかは，授業で案内する． 

[学業成績の評価方法および評価基準] 

 レポート 40％，定期試験 60％とする． 

 課題レポートを各回評価し，その合計点の最高を 40 点に換算する．定期試験は最高点を 60 点に換算する．（定期試験の再試験は行

わない．） 

[単位修得要件] 

 与えられた課題レポートと定期試験の総合点で，学業成績 60 点以上を取得すること． 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

言語表現学Ⅱ 平成２２年度 石谷 春樹 ４ 後期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

より良いコミュニケーションのためには，相手の気持ちを尊重し理解することが重要であり，また，自分の気持ちを的確に伝えるこ

とからが大切である．そこで，本授業では，自らが取り組む具体的な課題に関する問題点・成果等を論理的に記述し，伝達，討論でき

る能力を身につけることを目標とする． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標（Ａ）の＜視野＞および（Ｃ）の

＜発表＞と JABEE 基準 1(1)の(a)，(f)に対応する． 

第１週 「言語表現学Ⅱ」授業の概要および学習方法の説明 

第２週 「話すこと・聞くこと」応用編 ３ 

第３週 「話すこと・聞くこと」応用編 ４ 

第４週 「書くこと」応用編 ３ 

第５週 「書くこと」応用編 ４ 

第６週 「書くこと」応用編 ５ 

第７週 「敬意表現」応用編 １ 

第８週 「敬意表現」応用編 ２ 

 

 

 

第９週  「書くこと」実践編 １ 

第１０週 「書くこと」実践編 ２ 

第１１週 「敬意表現」実践編 1 

第１２週 「敬意表現」実践編 ２ 

第１３週 「話すこと・聞くこと」実践編 １ 

第１４週 「話すこと・聞くこと」実践編 ２ 

第１５週 「言語表現学Ⅱ」授業のまとめ 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．「話すこと・聞くこと」応用編では，実際に口頭発表をして，

よい発表と，よい聞き方とは何かを理解している． 

２．「書くこと」応用編では小論文，「手紙の書き方」，「履歴

書」，また，「自己推薦書」，「志望理由書」などの実学文書

の書き方を理解している． 

３．「敬意表現」応用編では，敬意表現を使い分けることができ

る． 

 

４．「書くこと」実践編では，実際に様々な文章を書き，注意す

べき点や間違いやすい表現を理解している． 

５．「敬意表現」実践編では，実際に場面を設定し，注意すべき

点や間違いやすい表現を理解している． 

６．「話すこと・聞くこと」実践編では，ディベートやより良い

プレゼンテーションのあり方を理解している． 

 

［この授業の達成目標］ 

日常生活におけるよりよい言語表現について理解し，そのうえ

で，注意すべき点や間違いやすい点など，より実践的な知識に基

づいた言語表現ができる． 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～５を網羅した定期試験を一回実施す

る．また，その他レポート，小テスト，口頭発表等で出題し，目

標の達成度を評価する．達成度評価における各「知識・能力」の

重みは概ね均等とする．合計点の 60％の得点で，目標の達成を確

認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］本科目はコミュニケーション能力を身につけることを重点において学習する．授業には積極的な取り組むこと．また，授

業中のみならず，課題提出を求めたり，小テストを行うので，日頃の予習復習に力を入れること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］高専国語に関するすべての学習内容． 

［自己学習］授業の予習，復習及び自宅学習による課題の作成，小テストの学習，冬期休業中の宿題の作成などに必要な標準的学習時

間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「国語表現活動マニュアル」中村 明 川本信幹 監修（明治書院），「パスポート国語必携」(桐原書店)，およびこれら

に関するプリントを使用する． 

 参考書：「理科系の作文技術」木下是雄（中央公論社）、「ベネッセ表現読解国語辞典」沖森卓也 中村幸弘（ベネッセ） 

第１学年次に購入した学校指定の「電子辞書」,国語便覧などを持参すること． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

前期末試験を 60％，自宅学習による提出課題を 20％，小テスト・口頭発表等の結果を 20％として評価する．ただし，再試験を行わ

ない． 

［単位修得要件］ 

 前期末試験，提出課題・小テスト・口頭発表等の結果，学業成績で６０点以上を取得すること． 



 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

歴史学概論Ⅱ 平成２２年度 小倉正昭 ４ 後期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

 中国は日本と地理的に近いために思想的にも近い国と思いがちであるが，しかし実際は思想的に日本とは遠い国である．アジアの

中で国際交流が拡大されていく今日，アジア民族の多様性を理解する必要がある．そこで中国を中心とした東アジアの近代史を学び，

中国人と日本人や西洋人の思想の違いを考察する． 

［授業の内容］すべての内容は，教育・学習目標(A)<視野>及び 

ＪＡＢＥＥ基準１(1)(a)に対応する． 

 

第１週 近世独裁君主制支配の成立―宋代以後 

第２週 科挙制度の概観―士大夫の性格 

第３週 王安石の役法改革―募役法と保甲法 

第４週 征服王朝の概観―元朝の中国支配の特色 

第５週 征服王朝の概観―元朝の通貨制度の特色 

第６週 中国の近代史―半植民地・半封建制 

第７週 中国の近代化―反帝国主義・反封建主義 

第８週 中間試験 

 

 

第９週  中国思想の基本―対の思想の原理 

第１０週 対の思想の歴史的展開―古代から現代 

第１１週 対の思想の歴史的展開―古代から現代 

第１２週 対の思想と歴史的的意義―日本・西洋との風土比較 

第１３週 中国思想の最高峰ー中庸思想の原理 

第１４週 中庸思想の前提と構造 

第１５週 中庸思想の実現方法と目的 

 

 

［この授業で習得する｢知識・能力｣］ 

１．中国近世社会の成立と西洋近世の成立の相違を理解できる． 

２．王安石の政治改革の歴史的意義が理解できる． 

３．中国征服王朝の支配の特色が理解できる． 

４．中国の近代化の過程と西洋の近代との相違が理解できる． 

 

 

５．対の思想から中国の普遍的思考が理解できる． 

６．対の思想の生まれた歴史的風土が理解できる． 

７．中庸思想から中国と西洋や日本との相違が理解できる． 

８．中庸思想の歴史的意義が理解できる． 

 

［この授業の達成目標］ 

中国近世の制度的特徴と王安石の政治改革の意義，征服王朝の出

現により中国の近世中国が中世社会に復帰する時代の逆行現象の

特質を理解し，中国思想の特質としての対の思想と対の思想から

派生する中庸思想の特質を理解している．  

［達成目標の評価方法と基準］ 

｢知識・能力｣１～８を網羅した問題を中間試験と定期試験で出題

して目標の達成度を評価する．１～８は同じ重みである．合計点

の 60%の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す．

長期休暇中にレポートを課題として提出させて評価する． 

［注意事項］新聞，テレビニュース等も教材として随時利用する．また「世界史図説」は授業に必ず携帯すること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］今日，世界で生起している歴史的事件に関心を寄せておくこと． 

［自己学習］ 

授業で保障する学習時間と，予習と復習(中間試験．定期試験のための学習をも含む)，およびレポート作成に必要な標準的な学習時間

の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

教科書：北村正義・編『概説 世界の歴史』(学術図書出版社)，金谷治著『中国思想を考える』(中公新書 ） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

中間試験と定期試験(期末試験)の結果を 80%，レポートを 20％として評価する．ただし後期中間の試験について 60 点に達していない

者には再試験を行い，60 点を上限として再試験の成績で置き換える．学年末試験については再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上取得すること． 



 
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

技術者倫理入門Ⅱ 平成２２年度 奥 貞二 ４ 後 期 学修単位 1 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

技術者として社会生活を送る上で必要となる基礎知識や，技術者はどうあるべきか等について，色々な角度から講義する． 

［授業の内容］ 

第 1週～第 15 週までの内容はすべて，学習・教育目標(Ｂ)＜専門

＞（JABEE 基準 1(1)(b)）に相当する． 

第１週 我々の住む地球 

第２週 環境倫理、地球温暖化 

第３週 工学について,設計の意味 

第４週 創造的設計と定型的設計 

第５週 失敗学から学ぶ 

第６週 応用倫理学について 

第７週 倫理綱領 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 法律と技術者の倫理 

第１０週 商品テスト 

第１１週 製造物責任法 

第１２週 内部告発 

第１３週 安全性とリスク 

第１４週 リスクマネージメント 

第１５週 知的財産権について 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．地球の歴史とさまざまな地球規模の問題を理解できる． 

２．工学,創造的設計,定型的設計を理解できる． 

３．技術者の特徴と応用倫理学の考え方を理解できる． 

４．法律と技術者倫理について理解できる． 

５．内部告発を理解できる． 

６．安全性とリスクについて理解できる． 

７．知的財産権について理解できる． 

[この授業の達成目標] 

地球の歴史を理解し，応用倫理学の概要と法律の基礎的知識，

安全性とリスクや知的財産権について理解している． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～７を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価

における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の 60％

の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ その都度取り上げる参考文献は，目を通しておくことが望ましい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及びレポート作成に必要な標準的

な学習時間の総計が 45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「技術者入門」 松島隆裕著（学術図書出版） 

 参考書：「科学技術のゆくえ」加藤，松山編（ミネルヴァ書房）「豊かさとは何か」暉峻淑子（岩波新書）他,授業中指示する． 

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を最終評価とする．但し，前期中間の評価で 60 点に達してい

ない学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の成績を再試験

の成績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

[単位修得要件］ 与えられた課題レポートを提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

法学Ⅱ 平成２２年度 
小林宜延・長峰 隆 

神戸真澄 
４ 後期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

我が国の特許制度の基礎的知識を習得すること． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞及び＜技術者倫理＞

と JABEE 基準 1(1)(a)及び(b)に対応する． 

第１週 発明とは何か 

第２週 特許要件,職務発明 

第３週 特許情報の活用について 

第４週 特許情報の調査（特許）その１ 

第５週 特許情報の調査（特許）その２ 

第６週 特許出願の手続 

第７週 審査手続 

第８週 中間テスト 

 

 

 

 

第９週 特許権の効力及びその制限 

第１０週 特許情報の調査（商標）その３ 

第１１週 特許情報の調査（外国）その４ 

第１２週 企業における特許戦略 

第１３週 実施権 

第１４週 外国での特許取得および特許以外の産業財産権制度 

第１５週 発明の把握と展開 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．特許法上の発明を説明できる． 

２．発明が特許を受けるために必要な要件を述べることができる． 

３．職務発明制度を説明できる． 

４．特許庁電子図書館を使用して先行調査できる． 

５．公開特許公報と特許公報の異同について説明できる． 

６．特許出願に必要な出願書類とその役割を述べることができる． 

 

 

７．出願審査請求制度を説明できる． 

８．特許権の効力及び効力の制限について説明できる． 

９．専用実施権と通常実施権を比較して説明できる． 

１０．外国で特許を取得するための制度を説明できる． 

１１．我が国の特許以外の産業財産権制度を説明できる． 

 

［この授業の達成目標］ 

実体面，手続面から特許制度の本質的部分を理解し，さらに特許

等の知的財産権のリサーチシステムについて理解している． 

 

 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記「知識・能力」１～１１を網羅した問題を１回の中間試験，

１回の定期試験とレポートで出題し，目標の達成度を評価する．

達成度評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．

合計点の６０％の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験

を課す． 

［注意事項］その都度取り上げる参考文献は，目を通しておくのが望ましい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験・定期試験のための学習も含む）及び，長期休暇中に出題するレポー

ト作成に必要な標準的な学習時間の総計が，４５時間に相当する学習内容である． 

 教科書：特許庁企画「産業財産権標準テキスト 特許編」（平成１８年２月発行） 

 参考書：講義録 

［学業成績の評価方法および評価基準］中間・期末の試験結果の平均値を８０％，レポートを２０％とする．但し，前記中間の評価で

６０点に達していない学生については再試験を行い，再試験の成績が前記中間の成績を上回った場合には，６０点を上限として前記中

間の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．期末試験については再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること． 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選

環境科学論 平成２２年度 臼井　真人 ４ 前期 学修単位１ 選択必修

［授業のねらい］

環境問題として身の回りにある災害（主に自然災害）の発生と現状について説明する．また，それぞれの災害について，日本の

主だった被害，そして県内の被害を説明し，自然・社会の両面から解説する．これらの具体的な実例を踏まえ，環境問題を克服す

る上で必要な知識を修得する．

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎

＞およびJABEE基準1(1)(c)に対応する．

第1週　私たちのくらしと環境科学

第2週　災害と三重県の歴史

第3週　地震・津波

第4週　風水害（台風・大雨・洪水・土砂崩れ）

第5週　赤潮・苦潮（ 青潮 ）

第6週　渇水・水質事故

第7週　航空災害・鉄道災害

第8週　人的災害（原発事故・大規模火災など）

第9週　 中間試験

第10週　オゾン層破壊と酸性雨

第11週　地球温暖化問題

第12週　環境を知るための情報

第13週　環境を知るためのツール

第14週　地理情報システムを用いた防災活動

第15週　持続可能な発展のための環境科学

［この授業で習得する「知識・能力」］

１．環境問題の定義や環境科学の枠組みについて理解してい

る．

２．地球環境問題の仕組みや影響・対策について理解してい

る．

３．災害の発生や現状について理解している（特に県内の災

害）． 

４．環境問題を知るための知識や情報の取得方法や利用方法を

理解している．

５．環境問題を知るための知識やツールの取得方法や使用方法

を理解している．

６．その他の環境問題や環境に関わる社会的課題について，自

然科学や社会科学に基づいた論理的な視点から考察でき

る．

［この授業の達成目標］

地球環境問題や身近な地域の環境問題の背景や科学的メカニ

ズム，それが及ぼす影響について理解し，また，それらを克服

する方法を理解している．

［達成目標の評価方法と基準］

上記１～６の「知識・能力」を網羅した問題を定期試験，お

よび課題レポートで出題し，目標の達成度を評価する．１～６

の重みはほぼ均等である．評価結果が百点法で60点以上の場合

に目標の達成とする．

［注意事項］　配布プリントやパワーポイントを用いて授業を進める．時事問題も扱うので，履修者は授業以外でも環境問題や災

害に関わる報道には自発的に目を通すように心がけたい．また，三重県の地理・地形を学習しておくことも心がけたい．

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］　環境問題（特に災害）を考える際に必要な自然科学や社会科学の基礎知識や，報道さ

れている時事問題を知っていることが望ましい． 

［自己学習］　授業で保証する学習時間と予習・復習（中間試験・期末試験）及びレポート作成に必要な標準的学習時間の総計が

45時間に相当する学習内容である．

　教科書：使用しない．

　参考書：授業の中で適宜提示する．

［学業成績の評価方法および評価基準］

中間試験・定期試験80％，課題レポート20％として評価を行う．

［単位修得要件］　

学業成績で60点以上を取得すること．



(平成 21 年度 鈴鹿高専 シラバス)

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選

地球科学 平成２２年度 五味千絵子 ４ 前期 学修単位１ 選択必修

［授業のねらい］　私達が当たり前のように暮すこの地球は，生命体の生存に適した奇跡とも言えるバランスを保つ“かけがいのな

い惑星”である．この授業では，地球というシステムに対する基礎知識を身につけると共に，人間活動による地球環境への影響につ

いて理解を深め，現在直面している様々な環境問題への取り組みに対して自ら考える力を養っていくことを目標とする．

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎

＞およびJABEE基準1(1)(c)に対応する．

下記の項目を中心に授業を進める予定である．

第１週　はじめに－太陽系の惑星 地球－

第２週　地球の歴史

第３週　地球の大気組成とオゾン層

第４週　地球の熱収支と温暖化

第５週　大気と海洋の大循環

第６週　陸域の環境－土地被覆の変化－

第７週　豪雨と渇水

第８週　地震と津波

第　９週　中間試験

第１０週　気候変動

第１１週　エルニーニョ現象と異常気象

第１２週　大気汚染と酸性雨

第１３週　海洋環境汚染

第１４週　熱帯林の森林伐採

第１５週　おわりに－持続可能な開発を目指して－

［この授業で習得する「知識・能力」］

１．地球の誕生と大気の組成について考え理解している．

２．大気・海洋の構造と運動について考え理解している．

３．地球の熱収支について考え理解している．

４． 大気・海洋・陸地の相互作用について考え理解している．

５． 異常気象や地球温暖化のしくみについて考え理解している．

６． 様々な地球環境問題について考え理解している．

７． 持続可能な社会実現への重要性について考え理解してい

る．

［この授業の達成目標］

地球環境システムの仕組み，その変動と相互作用および人間活動

による環境への影響について理解を深め，地球と人類の関わりに

ついて考えることができる．

［達成目標の評価方法と基準］

地球科学に関する「知識・能力」１～７の確認を小テスト・レポ

ートおよび中間試験，期末試験で行う．１～７に関する重みは同

じである．合計点の 60％の得点で，目標の達成を確認できるレベ

ルの試験を課す．

［注意事項］　講義の内容を聞いて，各自が実際に自分自身で考えてみることに重点をおく．理解を深めるため ，小テスト，課題を

適宜与える．授業中の私語は厳禁する．

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］

　物理，化学，数学の基礎を理解しておくこと．

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，小テストのための学習も含む）及びレポート作成に必

要な標準的な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である．

　教科書：　特に指定しない．

　参考書：　講義の中で必要に応じて紹介する．

［学業成績の評価方法および評価基準］

　レポートを 50 ％，小テストなどを 50 ％の割合で加えたもので評価する．

［単位修得要件］

　与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること．



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

物理学特講 平成２２年度 仲本 朝基 ４ 前期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

大学の編入学試験へ向けての実践的な問題解答能力の養成を目的とする． 

［授業の内容］ 

第 1週～第 15 週までの内容はすべて，学習・教育目標（Ｂ）＜基

礎＞（JABEE 基準 1(1)(c)）に相当する． 

第１週 放物運動 

第２週 空気抵抗のある落下運動 

第３週 質点系の運動 

第４週 慣性力，円周上での物体の運動 

第５週 単振動（水平面内） 

第６週 単振動（鉛直面内，減衰振動・強制振動） 

第７週 力積，仕事，力学的エネルギー 

 

第８週 前期中間試験 

第９週 保存力とポテンシャル 

第１０週 角運動量保存の法則 

第１１週 運動量保存の法則 

第１２週 重心運動と相対運動 

第１３週 慣性モーメント，剛体とそのつり合い，固定軸の周り 

の剛体の運動 

第１４週 剛体の平面運動 

第１５週 波・前期量子論 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１． 問題文の文脈から，（保存力場，単振動現象，束縛条件下な

ど）様々なケースにおいて適切な運動方程式またはつり合い

式を立てることができる． 

２． 問題文の文脈から，（運動量と力積，運動エネルギーと仕事

といった）物理量の間に成り立つ適切な関係式，またはそれ

らから導かれるところの（運動量，角運動量，力学的エネル

ギーなどに関する）保存則に基づいた適切な方程式を立てる

ことができる． 

 

３． 定義式から，（慣性モーメント，力のモーメント，角運動量，

遠心力，保存力，ポテンシャル，各種エネルギー，仕事，ば

ね定数，反発係数，摩擦係数など）諸物理量を求めることが

できる． 

４． 求められた方程式や諸物理量を用いて，数学的知識を適切に

活用することによって，解を求めることができる． 

 

［この授業の達成目標］ 

 状況に応じて運動方程式，つり合い式，保存則を満足する方程

式，物理量の間に成り立つ関係式などを，適切に立てることがで

き，問題解答への道筋を見出すことができる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～４を網羅した問題を中間試験・定期試

験およびレポートで出題し，目標の達成度を評価する．１～４の

項目はほぼ全ての問題に共通の課題であり，重みは概ね均等であ

る．問題のレベルは平均的な大学 3 年次編入試験程度である．試

験を 7 割，レポートを 3 割とした総合評価において 6 割以上を取

得した場合を目標の達成とする． 

［注意事項］大学の編入学試験対策のための講義なので，受講者はそのつもりで臨んで欲しい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

3 年生までに学習した数学全般の知識（ベクトル，三角関数，微分積分等）と古典力学の基本的な法則の知識は必要である． 

［自己学習］科目の性格上，この講義に関する勉強がそのまま受験勉強であるため，授業で保証する学習時間と，中間・定期試験勉強

およびレポート作成に必要な学習時間の総計が，45 時間以上に相当する学習内容となっている． 

教科書：「基礎物理学演習」後藤憲一他編（共立出版）および配布プリント（毎回のテーマに沿った過去の大学編入学試験問題を掲載） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間および前期末試験（いずれも再試験なし）の平均点を 7割，毎回の演習レポートを 3割の割合で総合評価した結果を学業成

績とする．演習レポートは，レポートの総合点を 100 点とした場合，それから締切 1日遅れにつき 1点減点で，1つの課題につき最大

5点まで減点する（たとえ締切を守っても不完全なレポートは未提出扱いとする）． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

分子生物学概論 平成２２年度 苅田 修一 ４ 前期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

生物を構成する細胞のつくりと，細胞内で起こる様々な反応を「分子」という考え方で理解できるように学習する． 

［授業の内容］ 

 この授業の内容は，全て学習・教育目標 (B)＜基礎＞および

JABEE 基準 1(1)(c)に対応する． 

 第 1 週 生物の特徴と細胞の性質 

      授業の概要，生物の条件，細胞，生物と水 

 第 2 週 分子と生命活動（１） 

      生物に含まれる主要な分子とその働き（糖質,脂質） 

第 3 週 分子と生命活動（２） 

生物に含まれる主要な分子 

とその働き（タンパク質,核酸） 

 第 4 週 遺伝や変異におけるＤＮＡの関与 

      遺伝，遺伝子の役割，遺伝子はＤＮＡでできている. 
 第 5 週 ＤＮＡの複製，変異と修復，組換え 

      ＤＮＡの性質，複製，変異，組換え 

 第 6 週 転写：遺伝情報の発現とその制御 

      ＲＮＡとは，ＲＮＡの性質，転写，転写制御 

 第 7 週 翻訳：ＲＮＡからタンパク質をつくる 

      翻訳，突然変異の翻訳への影響 

 

 

第 8 週 中間試験  

第 9 週 染色体は多様な遺伝情報を含む 

染色体，クロマチン構造 

第 10 週 細胞の分裂，増殖，死 

      真核細胞の分裂，細胞周期 

 第 11 週 細胞間および細胞内情報伝達 

      細胞に情報を伝える，細胞内で情報を媒介する分子 

 第 12 週 細菌とウイルス 
微生物，ウイルス 

 第 13 週 細胞とエネルギー 

       ミトコンドリア,葉緑体 

 第 14 週 バイオ技術：分子や個体の改変と利用 
      遺伝子組換え技術（クローニング,塩基配列の 

決定,PCR など） 
 第 15 週 バイオ技術：遺伝子組換え生物 

      遺伝子改変生物の応用 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 細胞の基本的なつくりを分子のレベルで理解している． 

2. 基本的な分子生物学的知識を習得している． 

3. 遺伝子の役割と基本的な遺伝子の知識に基づいて，生命の持続

性と進化について説明できる． 

4. 真核細胞と原核生物の違いを説明できる． 

5. タンパク質の機能と多様性について説明できる． 

6. 遺伝子の保存されている情報がどのようにして利用され，発現

するかを説明できる． 

7. 遺伝子の変異を通した生物進化について説明できる． 

8. 遺伝子組換え技術の基本を理解し説明できる． 

9.生物がどのようにエネルギーを獲得しているかを理解できる. 

［この授業の達成目標］ 

 細胞の構造・構成成分，核酸，タンパク質，遺伝情報の発現，

遺伝子組換え技術に関する基本的事項を理解し，生命の持続性と

進化，遺伝形質の発現などの分子生物学的項目について分子のレ

ベルで理解できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」に記載した内容について，中間・期末試

験で出題し，目標の達成度を評価する．評価に際して，各項目の

重みは同じである．評価結果が満点の 60%以上の得点の獲得によ

り，目標の達成を確認する． 

［注意事項］ 特になし． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験・期末試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「コア講義 分子生物学」田村隆明 著（裳華房） 

 参考書： 特になし．必要があれば授業中に紹介する． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間試験の結果 50%，期末試験の結果 50%で評価する．再試験は実施しない． 

［単位修得要件］ 学業成績で 60 点以上を取得すること． 



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選

環境科学論 平成２２年度 臼井　真人 ４ 後期 学修単位１ 選択必修

［授業のねらい］

環境問題として身の回りにある災害（主に自然災害）の発生と現状について説明する．また，それぞれの災害について，日本の

主だった被害，そして県内の被害を説明し，自然・社会の両面から解説する．これらの具体的な実例を踏まえ，環境問題を克服す

る上で必要な知識を修得する．

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎

＞およびJABEE基準1(1)(c)に対応する．

第1週　私たちのくらしと環境科学

第2週　災害と三重県の歴史

第3週　地震・津波

第4週　風水害（台風・大雨・洪水・土砂崩れ）

第5週　赤潮・苦潮（ 青潮 ）

第6週　渇水・水質事故

第7週　航空災害・鉄道災害

第8週　人的災害（原発事故・大規模火災など）

第9週　 中間試験

第10週　オゾン層破壊と酸性雨

第11週　地球温暖化問題

第12週　環境を知るための情報

第13週　環境を知るためのツール

第14週　地理情報システムを用いた防災活動

第15週　持続可能な発展のための環境科学

［この授業で習得する「知識・能力」］

１．環境問題の定義や環境科学の枠組みについて理解してい

る．

２．地球環境問題の仕組みや影響・対策について理解してい

る．

３．災害の発生や現状について理解している（特に県内の災

害）． 

４．環境問題を知るための知識や情報の取得方法や利用方法を

理解している．

５．環境問題を知るための知識やツールの取得方法や使用方法

を理解している．

６．その他の環境問題や環境に関わる社会的課題について，自

然科学や社会科学に基づいた論理的な視点から考察でき

る．

［この授業の達成目標］

地球環境問題や身近な地域の環境問題の背景や科学的メカニ

ズム，それが及ぼす影響について理解し，また，それらを克服

する方法を理解している．

［達成目標の評価方法と基準］

上記１～６の「知識・能力」を網羅した問題を定期試験，お

よび課題レポートで出題し，目標の達成度を評価する．１～６

の重みはほぼ均等である．評価結果が百点法で60点以上の場合

に目標の達成とする．

［注意事項］　配布プリントやパワーポイントを用いて授業を進める．時事問題も扱うので，履修者は授業以外でも環境問題や災

害に関わる報道には自発的に目を通すように心がけたい．また，三重県の地理・地形を学習しておくことも心がけたい．

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］　環境問題（特に災害）を考える際に必要な自然科学や社会科学の基礎知識や，報道さ

れている時事問題を知っていることが望ましい． 

［自己学習］　授業で保証する学習時間と予習・復習（中間試験・期末試験）及びレポート作成に必要な標準的学習時間の総計が

45時間に相当する学習内容である．

　教科書：使用しない．

　参考書：授業の中で適宜提示する．

［学業成績の評価方法および評価基準］

中間試験・定期試験80％，課題レポート20％として評価を行う．

［単位修得要件］　

学業成績で60点以上を取得すること．



(平成 21 年度 鈴鹿高専 シラバス)

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選

地球科学 平成２２年度 五味千絵子 ４ 後期 学修単位１ 選択必修

［授業のねらい］　私達が当たり前のように暮すこの地球は，生命体の生存に適した奇跡とも言えるバランスを保つ“かけがいのな

い惑星”である．この授業では，地球というシステムに対する基礎知識を身につけると共に，人間活動による地球環境への影響につ

いて理解を深め，現在直面している様々な環境問題への取り組みに対して自ら考える力を養っていくことを目標とする．

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎

＞およびJABEE基準1(1)(c)に対応する．

下記の項目を中心に授業を進める予定である．

第１週　はじめに－太陽系の惑星 地球－

第２週　地球の歴史

第３週　地球の大気組成とオゾン層

第４週　地球の熱収支と温暖化

第５週　大気と海洋の大循環

第６週　陸域の環境－土地被覆の変化－

第７週　豪雨と渇水

第８週　地震と津波

第　９週　中間試験

第１０週　気候変動

第１１週　エルニーニョ現象と異常気象

第１２週　大気汚染と酸性雨

第１３週　海洋環境汚染

第１４週　熱帯林の森林伐採

第１５週　おわりに－持続可能な開発を目指して－

［この授業で習得する「知識・能力」］

１．地球の誕生と大気の組成について考え理解している．

２．大気・海洋の構造と運動について考え理解している．

３．地球の熱収支について考え理解している．

４． 大気・海洋・陸地の相互作用について考え理解している．

５． 異常気象や地球温暖化のしくみについて考え理解している．

６． 様々な地球環境問題について考え理解している．

７． 持続可能な社会実現への重要性について考え理解してい

る．

［この授業の達成目標］

地球環境システムの仕組み，その変動と相互作用および人間活動

による環境への影響について理解を深め，地球と人類の関わりに

ついて考えることができる．

［達成目標の評価方法と基準］

地球科学に関する「知識・能力」１～７の確認を小テスト・レポ

ートおよび中間試験，期末試験で行う．１～７に関する重みは同

じである．合計点の 60％の得点で，目標の達成を確認できるレベ

ルの試験を課す．

［注意事項］　講義の内容を聞いて，各自が実際に自分自身で考えてみることに重点をおく．理解を深めるため ，小テスト，課題を

適宜与える．授業中の私語は厳禁する．

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］

　物理，化学，数学の基礎を理解しておくこと．

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，小テストのための学習も含む）及びレポート作成に必

要な標準的な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である．

　教科書：　特に指定しない．

　参考書：　講義の中で必要に応じて紹介する．

［学業成績の評価方法および評価基準］

　レポートを 50 ％，小テストなどを 50 ％の割合で加えたもので評価する．

［単位修得要件］

　与えられた課題レポートを全て提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること．



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

化学特講 平成２２年度 山﨑 賢二 ４ 後期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

主に大学編入学を志す学生を対象に，「一般化学」の理解と定着を図ると共に，過去の編入学試験問題等をとりあげて解説する．特

に化学系科目から離れて時間が経過したＭ・Ｅ・Ｉ・Ｓ科学生の受講を推奨する． 

［授業の内容］ 第１週～第 16 週までの内容はすべて，学習・教

育目標（Ｂ）＜基礎＞（JABEE 基準 1(1)(c)）に相当する． 

第１週 物質の構成，原子の構成 

第２週 化学式と物質量 

第３週 化学結合 

第４週 物質の三態 

第５週 化学変化と反応熱 

第６週 酸と塩基の反応 

第７週 酸化還元反応 

 

第８週 後期中間試験 

第９週 非金属元素の単体と化合物 

第 10 週 金属元素の単体と化合物 

第 11 週 有機化合物の特徴と構造，官能基，炭化水素の反応 

第 12 週 含酸素有機化合物，芳香族化合物の反応 

第 13 週 石炭・石油化学工業，油脂と洗剤，染料 

第 14 週 天然高分子化合物，合成高分子化合物 

第 15 週 環境保全，資源と新エネルギー 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．原子から物質ができる仕組み，原子と物質の量的関係，化学

変化による物質量の表し方，物質の状態変化を理解すること

により，関連する問題を解くことができる． 

２．化学変化に伴う物質の質量や体積，エネルギーの変化，化学

変化の速さなどを理解し，さらに水素イオンを中心にして考

えた化学変化(酸・塩基の反応)と，電子を中心にして考えた

化学変化(酸化還元反応，電池と電気分解) を理解することに

より，関連する問題を解くことができる． 

３．元素を非金属元素と金属元素に分け，主な単体と化合物の種

類や性質を理解することにより，関連する問題を解くことが

できる． 

 

４．有機化合物の特徴，主な官能基とそれによる化合物の分類，

炭化水素の構造と反応，含酸素有機化合物の構造と反応，芳

香族化合物の構造と反応を理解することにより，関連する問

題を解くことができる． 

５．天然高分子化合物の種類や性質，構造を理解し，また合成高

分子化合物の種類や性質，合成法を理解することにより，関

連する問題を解くことができる． 

６．化学を学ぶ立場から，地球の環境保全や資源・エネルギーに

ついて考えることができる． 

［この授業の達成目標］ 上記の「知識・能力」１～６に代表さ

れる一般化学の基本的事項を理解しており，実践的な問題解答能

力を身につけている． 

［達成目標の評価方法と基準］ 上記の「知識・能力」１～６を

網羅した問題を順次中間試験・定期試験で出題し，目標の達成度

を評価する．各問題の重み（配点）は概ね均等である．試験評価

を８割，学習ノート評価を２割とした総合評価が，百点法で６０

点以上の場合に目標の達成となるようにレベルを定める． 

［注意事項］ 上記［授業のねらい］から，日頃，専門的な化学系科目を受講しているＣ科の学生においては，本科目を受講するに及

ばない．また受講に際しては，自ら積極的に練習問題に取り組む姿勢が望まれる． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

「化学Ⅰ・Ⅱ」で習得した知識・能力は必要である． 

［自己学習］ 中間試験，定期試験時に学習ノートの提出を求める．（日常の自己学習状況を確認する．） 授業で保証する学習時間，

中間・定期試験勉強および自らが取り組む問題解法に必要な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「新編高専の化学問題集・第２版」 笹本忠・中村茂昭編（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 中間および学年末試験の平均点を８割，学習ノートの評価を２割とした総合評価を学業成績とする．再試験については，中間試験で

６０点に達していない者には再試験を課し，再試験の成績が再試験の対象となった試験の成績を上回った場合には，６０点を上限とし

てそれぞれの試験の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．学習ノートの評価は，取り組んだ問題数に比例する． 

［単位修得要件］ 

 学業成績で６０点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

分子生物学概論 平成２２年度 土屋 亨 ４ 後期 学修単位１ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

生物を構成する細胞のつくりと，細胞内で起こる様々な反応を「分子」という考え方で理解できるように学習する． 

［授業の内容］ 

 この授業の内容は，全て学習・教育目標 (B)＜基礎＞および

JABEE 基準 1(1)(c)に対応する． 

 第 1 週 生物の特徴と細胞の性質 

      授業の概要，生物の条件，細胞，生物と水 

 第 2 週 分子と生命活動（１） 

      生物に含まれる主要な分子とその働き（糖質,脂質） 

第 3 週 分子と生命活動（２） 

生物に含まれる主要な分子 

とその働き（タンパク質,核酸） 

 第 4 週 遺伝や変異におけるＤＮＡの関与 

      遺伝，遺伝子の役割，遺伝子はＤＮＡでできている. 
 第 5 週 ＤＮＡの複製，変異と修復，組換え 

      ＤＮＡの性質，複製，変異，組換え 

 第 6 週 転写：遺伝情報の発現とその制御 

      ＲＮＡとは，ＲＮＡの性質，転写，転写制御 

 第 7 週 翻訳：ＲＮＡからタンパク質をつくる 

      翻訳，突然変異の翻訳への影響 

 

 

第 8 週 中間試験  

第 9 週 染色体は多様な遺伝情報を含む 

染色体，クロマチン構造 

第 10 週 細胞の分裂，増殖，死 

      真核細胞の分裂，細胞周期 

 第 11 週 細胞間および細胞内情報伝達 

      細胞に情報を伝える，細胞内で情報を媒介する分子 

 第 12 週 細菌とウイルス 
微生物，ウイルス 

 第 13 週 細胞とエネルギー 

       ミトコンドリア,葉緑体 

 第 14 週 バイオ技術：分子や個体の改変と利用 
      遺伝子組換え技術（クローニング,塩基配列の 

決定,PCR など） 
 第 15 週 バイオ技術：遺伝子組換え生物 

      遺伝子改変生物の応用 

      

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

1. 細胞の基本的なつくりを分子のレベルで理解している． 

2. 基本的な分子生物学的知識を習得している． 

3. 遺伝子の役割と基本的な遺伝子の知識に基づいて，生命の持続

性と進化について説明できる． 

4. 真核細胞と原核生物の違いを説明できる． 

5. タンパク質の機能と多様性について説明できる． 

6. 遺伝子の保存されている情報がどのようにして利用され，発現

するかを説明できる． 

7. 遺伝子の変異を通した生物進化について説明できる． 

8. 遺伝子組換え技術の基本を理解し説明できる． 

9.生物がどのようにエネルギーを獲得しているかを理解できる. 

［この授業の達成目標］ 

 細胞の構造・構成成分，核酸，タンパク質，遺伝情報の発現，

遺伝子組換え技術に関する基本的事項を理解し，生命の持続性と

進化，遺伝形質の発現などの分子生物学的項目について分子のレ

ベルで理解できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」に記載した内容について，中間・期末試

験で出題し，目標の達成度を評価する．評価に際して，各項目の

重みは同じである．評価結果が満点の 60%以上の得点の獲得によ

り，目標の達成を確認する． 

［注意事項］ 特になし． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験・期末試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：「コア講義 分子生物学」田村隆明 著（裳華房） 

 参考書： 特になし．必要があれば授業中に紹介する． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間試験の結果 50%，期末試験の結果 50%で評価する．再試験は実施しない． 

［単位修得要件］ 学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＡ 平成２２年度 林  浩士 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

近年, 企業や社会において英語運用能力を証明する手段としてＴＯＥＩＣ等の資格試験が利用されることが急増している. 現在の英

語力を把握しそれを効率よく向上させていくために, 本授業ではＴＯＥＩＣを例にとり, 日常生活の各場面で必要とされる英語運用能

力を高めるための問題演習をとおして, 大学編入試験対策も視野に入れた総合的な英語力向上を目指すことをねらいとする． 

［授業の内容］ 

すべて内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞[ JABEE 基準

1(1)(a)]および（Ｃ）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]に対応する． 

【前期】 

第１週 Introduction 

    授業の進め方および概要説明 

第２週 Parties & Events (1) (Unit 1) 

   【文法】語の種類と働き 

第３週  Parties & Events (2) (Unit 2) 

   【文法】英語の基本語順 

第４週  Instruction (Unit 3) 

   【文法】基本語順と副詞の用法 

第５週  Travel (1) (Unit 4) 

   【文法】基本語順の展開 

第６週  Travel (2) (Unit 5) 

   【文法】二重目的語構文 

第７週  Review 1 

 

第８週 中間試験 

     

第９週  Review 2 

    

第１０週  Hotel & Restaurant (1) (Unit 6) 

    【文法】否定表現 

第１１週  Hotel & Restaurant (2) (Unit 7) 

    【文法】疑問文 

第１２週  Advertisement (1) (Unit 8) 

    【文法】受動態 

第１３週  Advertisement (2) (Unit 9) 

    【文法】名詞・冠詞の用法 

第１４週  Airport & Airplanes (Unit 10) 

    【文法】形容詞の用法 

第１５週  Review 3 

 

 

 

【後期】 

第１週 Review 4 

 

第２週 Shopping (Unit 11) 

   【文法】形容詞の働きをする不定詞・分詞 

第３週  Training & Education (Unit 12) 

   【文法】名詞の働きをする不定詞・動名詞 

第４週  Management (Unit 13) 

   【文法】動詞の後に続く不定詞・動名詞 

第５週  Hospital (Unit 14) 

   【文法】形容詞と副詞 

第６週  Complaints (Unit 15) 

   【文法】頻度や程度を表す副詞の用法 

第７週  Review 5 

 

第８週 中間試験 

 

第９週  Review 6 

     

第１０週  Meeting (Unit 16) 

    【文法】副詞の働きをする不定詞 

第１１週  Meeting (Unit 17) 

    【文法】副詞の働きをする分詞構文 

第１２週  Shipping & Delivery (Unit 18) 

    【文法】接続詞の用法 

第１３週  Order & Billing (Unit 19) 

    【文法】関係代名詞の用法 

第１４週  News & Weather (Unit 20) 

    【文法】関係副詞の用法 

第１５週  Review 7 

 

（次ページにつづく） 



 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

１．ある場面の写真を見ながら英語を聞き, 状況を把握できる. 

２．英語の問いかけに対して適切な応答ができる． 

３. 対話を聞き, その内容のポイントを把握できる. 

４．説明やアナウンスを聞き, その内容のポイントを把握できる． 

 

 

 

５．状況を的確に表現するために必要な語彙を選べる． 

６. 説明文の中で, 内容を的確に表現するための語彙を選べる. 

７. 説明的文章の内容を把握し, ポイントを指摘できる. 

［この授業の達成目標］ 

 ＴＯＥＩＣで測られる英語運用能力に即して, それぞれの分野

に関する問題演習をこなす継続的努力を行い, 英語使用の四技能

のうち特に「聞くこと」「読むこと」に関して, 発話や文章のポ

イントを理解できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～７の習得の度合を中間試験，期末試

験，小テスト，課題により評価する．評価における「知識・能力」

の重みの目安は１～４を４０％，５～７を６０％とする．試験問

題や課題のレベルは，百点法により６０点以上の得点を取得した

場合に目標を達成したことが確認できるように設定する  

［注意事項］自己学習を前提として授業を進め，自己学習の成果を評価するために課題提出を求めたり,確認の小テストを行なうので，

授業以外での学習に十分時間をかけること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  

英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで身につけた総合的な英語理解力 

［自己学習］ 

授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，小テストのための学習も含む）及び課題作成に必要な標準的な学習時

間の総計が，90 時間に相当する学習内容である. 

教科書：Step-by-Step Prep for the TOEIC Test – Step2 Intermediate course –  (ALC) 
参考書（自己学習教材）：Net Academy 2  (ALC) 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の試験結果を 60％，小テストの結果を 30％, 課題演習 10％として，学期毎に評価し，これら

の平均値を最終評価とする．但し，前期中間・前期末・後期中間のそれぞれの評価で 60 点に達していない学生については再試験を行

い，再試験の成績が該当する期間の成績を上回った場合には，60 点を上限としてそれぞれの期間の成績を再試験の成績で置き換える

ものとする．学年末試験については再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること. 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＡ（つづき） 平成２２年度 林  浩士 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＡ 平成２２年度 出口 芳孝 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

英語は他国民と意思疎通をはかるには不可欠の言語である。この授業では，英文を理解するために必要な, 意味的なかたまり

(chunks)とそれら相互の関係，また談話(discourse)を理解するために文と文の関係を把握する力を養う. そのためにこれまで学習して

きた語彙や文法の知識を整理し能動的に利用する力，書き手や話し手の論理展開に追随する力を養う.  

また，将来的に自分の考えを能動的に伝えることができるようになるために,他人の発話に対して簡単な反応ができる力を養う．  

さらに，自学自習により知識をひろげ，自らの能力を高める姿勢を養う． 

 

[授業の内容］ すべての内容は，学習・教育目標(C)<英語>とJABEE

基準1(1)fに対応する． 

 

【前期】 

 

第１週 Introduction（ガイダンス：効果的な学習の進め方） 

第２週 述語 動詞の型 

第３週 名詞のはたらき 名詞相当語句 

第４週 形容詞 修飾と叙述 

第５週 分詞と動名詞 

第６週 不定詞と動名詞 

第７週 名詞節のいろいろ 

第８週 (中間試験) 

第９週 関係節 

第１０週 比較 

第１１週 話法 

第１２週 物主構文，名詞構文 

第１３週 “Hamburger History”に関する英文(1) 

第１４週 “Hamburger History”に関する英文(2) 

第１５週 まとめと復習 

 

 

 

 

【後期】 

 

第１週 “Rings and Things”に関する英文(1)  

第２週 “Rings and Things”に関する英文(2)  

第３週 “Bringing up Baby”に関する英文(1)  

第４週 “Bringing up Baby”に関する英文(2)  

第５週 “Jade”に関する英文(1)  

第６週 “Jade”に関する英文(2)  

第７週まとめと復習 

第８週 (中間試験)  

第９週 “The Mongols”に関する英文(1)  

第１０週 “Gorillas in Our Midst”に関する英文(1)  

第１１週 “Gorillas in Our Midst”に関する英文(2)  

第１３週 “A Father’s Labor”に関する英文(1)  

第１４週 “A Father’s Labor”に関する英文(2)  

第１５週 まとめと復習 

（次ページにつづく） 



 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

＜英語運用能力＞ 

１．「授業内容」に示した教科書の内容が理解できる． 

２．英文の内容に関して簡単な質疑応答が英語でできる． 

３．教科書の英文に使用されている英単語・熟語の意味を理解し，

使用できる． 

４．英文を内容が伝わる程度に朗読できる． 

 

 

［この授業の達成目標］ 

授業で取り上げた英文について，その内容を読んだり聞いたりし

て理解し，内容が伝わる程度に朗読し，重要な表現を用いて，簡

単な質疑応答ができる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」1～3の重みは概ね均等であり、習得の度合

を中間試験，期末試験の結果を 7 割，小テスト・課題の結果を 2

割，「知識・能力」４については平常時の小テスト結果を１割と

して、それらの合計で評価する．各項目試験問題のレベルは，100

点法で 60 点以上の得点を取得した場合に目標を達成したことが

確認できるように設定する．  

 

［注意事項］ 

毎回の授業分の予習をしたうえで，積極的に授業に参加すること．授業には必ず英和辞典（電子辞書でも可）を用意すること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 

3 年生までに学習した英単語，熟語，英文法の知識． 

［自己学習］ 

授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，小テストのための学習も含む）及び課題作成に必要な標準的な学習時

間の総計が，90 時間に相当する学習内容である. 

教科書： Beam I (第一学習社）,  理工系学生のための必修英単語３３００（成美堂）,自主作成教材 

参考書：高校総合英語 Harvest  （桐原書店） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の試験結果を 70％，平常時の小テストや課題の評価を 30%として，それぞれの学期毎に評価し，

これらの平均値を最終評価とする.但し，学年末試験を除く３回の試験について 60 点に達していない学生については再試験を行う場合

があり，その場合には再試験の結果を 60 点を上限としてそれぞれの試験の成績に置き換えるものとする. 

［単位修得要件］ 

学業成績で 60 点以上を取得すること． 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＡ（つづき） 平成２２年度 出口 芳孝 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＢ 平成２２年度 中井 洋生 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 

 

［授業のねらい］ 

英語Ⅰ,Ⅱ,Ⅲで得た英語の知識技能を活用し, 多様な専門分野の基本的知識を身につけながら英文を読み進め, 必要な情報を効率よく

取り入れる力を養成するとともに, 広い視野を養うことをねらいとする. 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞[ JABEE基準1(1)(a)]

および（Ｃ）＜英語＞[JABEE 基準 1(1)(f)]に対応する． 

 

前期  

第１週 授業の概要説明,成績評価方法の説明その他     

第２週 1. Sleepy Wyoming town morphs into English-teaching 

 hub 

第３週 2. Blood types - do they shape a personality or     

are they mere stereotypes?     小テスト (1) 

第４週   Review (1)                          小テスト (2) 

第５週 3. Wakata to become first Japanese to spend 3 months 

in space                          

第６週  Care workers struggling with kanji  小テスト (3) 

第７週 Review (2)             小テスト (4) 

第８週 中間試験 

第９週 試験の解説  

4.A first family that looks like America – Obama - 

Robinson clan crosses ethnic, religious and 

linguistic lines                  

第１０週 4.A first family that looks like America – Obama - 

Robinson clan crosses ethnic, religious and 

linguistic lines                小テスト (5) 

第１１週 5. Arab women find a job, and freedom, at,500 feet  

                      小テスト (6) 

第１２週 Review (3)                        小テスト (7) 

第１３週 6. Two Japanese films bag Oscars Slumdog sweep 

awards                           

第１４週 Somalia sinks into total disintegration 

                                          小テスト(8) 

第１５週 Review (4)                         

          

 

 

 

 

後期  

第１週 試験の解説. 

  7. China court takes aim at vigilantism on Internet 

第２週  7. China court takes aim at vigilantism on Internet

小テスト (9) 

第３週 8. 4,800 books, 2 burros and one striving teacher   

                      小テスト (10) 

第４週 Review (5)  

第５週 9. Japan rules baseball world again –  Beats S. Korea 

           in 10-ubbubg tgrukker ti retaub WBC crown  

           Familiarity breeds respect    小テスト (11) 

第６週 Shoe-throwing Iraqi becomes a symbol  

        With shoe on the other foot, Chinese media are silent 

第７週 Review (6)             小テスト (12) 

第８週 中間試験 

第９週 試験の解説 

10. Women begin leading the way in Reykuavik 

第１０週  10. Women begin leading the way in Reykuavik 

                                        小テスト (13) 

第１１週 11. Amateur singer becomes Internet sensation 

                          小テスト (14) 

第１２週 Review (7)              小テスト (15) 

第１３週 12. Three Physicists Share Nobel Prize 

              Japanese lareates deliver speeches at Nobel 

Lectures ‘08 

第１４週 Darwin and Darwinism 

                                       小テスト (16) 

第１５週 Review 
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［この授業で習得する「知識・能力」］ 

 

1. 各回において取り上げられる英文の内容を理解できる.  

2. 各回の英文の流れをつかみ、要点を正確に理解できる. 

3. 読んだ英文の内容に関する設問に答えることができる. 

 

 

 

4. 各回の英文に出てくる単語・熟語の意味および慣用表現が理解 

できる.                             

5. 各回の英文に含まれる語法,英語表現のいくつかを応用して 

基本的な英文を作ることができる.  

 

［この授業の達成目標］ 

 英文の内容を理解し，その概要を把握でき，使用されている語

彙や慣用表現を理解し，それらのうち基本的なものを用いること

ができる. 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～5 の確認を中間試験，期末試験，小

テスト, 課題により評価する．１～5 に関する重みはほぼ同じで

ある．合計点の 60％の得点で，目標の達成を確認できるレベルの

試験を課す．  

［注意事項］自己学習を前提として授業を進め，自己学習の成果を評価するために課題提出を求めたり,確認の小テストを行なうので，

授業以外での学習に十分時間をかけること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］  

英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲで身につけた総合的な英語理解力 

［自己学習］ 

授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，小テストのための学習も含む）及び課題作成に必要な標準的な学習時

間の総計が，90 時間に相当する学習内容である. 

教科書：1The Half-Edition of English Through the News Media 2010  (朝日出版社)   

参考書：COCET 3300 (成美堂) 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 

 前期中間・前期末・後期中間・学年末の試験結果を 80％，小テストの結果を 20％, として，学期毎に評価し，これらの平均値を最

終評価とする．但し，前期中間・前期末・後期中間のそれぞれの評価で 60 点に達していない学生については再試験を行い，再試験の

成績が該当する期間の成績を上回った場合には，60 点を上限としてそれぞれの期間の成績を再試験の成績で置き換えるものとする．

学年末試験については再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 

学業成績で６０点以上を取得すること. 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

英語ⅣＢ（つづき） 平成２２年度 中井 洋生 ４ 通年 学修単位２ 選択必修 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

文 学 概 論 Ⅰ 平成２２年度 石谷 春樹 ４ 前期 学修単位 1 選 

 

［授業のねらい］ これまで学んできた国語の学習を基礎として,さらに,日本近代文学における代表的な作品の理解を深める．具体的

には,講義によって作品を丁寧に読み分析する方法を身につけ,研究発表によって問題解決能力の養成と表現力の向上を目指す．その

うえで,現代における文学の意義について考えることを目標とする． 

［授業の内容］ 

 すべての内容は JABEE 基準１（１）の(ａ)および（ｆ）,学習・ 

教育目標(Ａ)の〈視野〉および（Ｃ）の〈発表〉に対応する． 

第１週 本授業の概要および学習内容の説明 

第２週 芥川龍之介の説明 

第３週 研究発表の具体例 

第 4週 芥川龍之介①「羅生門」 

第５週 芥川龍之介②「鼻」 

第６週 芥川龍之介③「芋粥」 

第７週 芥川龍之介④「偸盗」 

第８週 芥川龍之介⑤「地獄変」 

 

 

 

 

第９週  芥川龍之介⑥「邪宗門」 

第１０週 芥川龍之介⑦「好色」 

第１１週 芥川龍之介⑧「藪の中」 

第１２週 芥川龍之介⑨「運」 

第１３週 芥川龍之介⑩「往生絵巻」 

第１４週 芥川龍之介⑪「二人小町」 

第１５週 まとめ 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１. 作品を一字一句丁寧に読み,作品を読解することができる． 

２．さまざまな視点から作品の細部を分析し,自らが問題点を探

し,その問題点について考察することができる． 

３、自らの問題点から結論を導く中で,これまでの研究史を把握し

たうえで,論理的な証明方法によって自分の意見を述べること

ができる． 

 

 

４．自らの作品解釈をもとにした研究成果を,発表することがで

き,発表を通じて得た問題解決能力を各自の専攻する学問の研

究方法に役立てることができる． 

５、研究発表において質疑応答などの討論を通して,相手の意見を

理解し,自分の意見を伝えることができる．また,討論を通し

て文学を学ぶ意義について考えることができる． 

６．研究発表を通して,レポートを作成することができる. 

［この授業の達成目標］ 

 日本近代文学の中で,代表的な芥川龍之介の作品を中心に取り

上げて,作品を分析することを学び,作品に込められた作者の心情

を読み味わうことにより,日本近代文学に関する理解と認識を深

めることを目標とする． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～６を網羅した問題を,定期試験と研究発

表・レポート等で出題し,目標の達成度を評価する．達成度評価に

おける各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の６０％

の得点で,目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ 授業中は講義に集中し,内容に対して積極的に取り組むこと．出された課題は,期日を守って必ず提出・実施すること． 

文学は作者の表現した作品を読み,作者の気持ちを考えることである．そこで授業を通して,人の気持ちを考えることを大切にするた

め,他人に対する思いやりのある行動を心がけること。 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 近代文学を中心とした日本文学史の基礎知識 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と,研究発表に備えての予習,復習（定期試験のための学習を含む）,及びレポート・夏期課題

のエッセイ等の提出課題作成に必要な標準的な学習時間の総計が,４５時間に相当する学習内容である． 

教科書：「羅生門・鼻・芋粥・偸盗」（岩波文庫）「地獄変・邪宗門・好色・藪の中 他七篇」（岩波文庫）・プリント教材 

 参考書：「増補四訂 カラー版 新国語便覧」（第一学習社）「電子辞書」 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 定期試験の結果を６０％,研究発表の結果を２０％,レポート等の結果を２０％として,全体

の平均値を最終評価とする．ただし,再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポート等をすべて提出し,学業成績で６０点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

心理学Ⅰ 平成２２年度 市川 倫子 ４ 前期 学修単位 １ 選 

 

［授業のねらい］ 

 心理学は人の心のはたらきを見つめる学問であり，私たちの生活に密着した学問である． 
本授業では，心理教育的援助サービスとしての学校心理学の立場から心理学を捉え，具体的な心理学的技法を交えながら，人の心のは

たらきを学習する．また，さまざまな体験的な学習を取り上げ，自分自身や他者に対する理解を深める． 

［授業の内容］すべての内容は，学習・教育目標（A）<視野>と

JABEE 基準 1(1)の(a)に対応する． 

第１週 心理学とは何か 

第２週 感覚と知覚 1 

第３週 感覚と知覚 2 

第４週 学習と記憶 1 

第５週 学習と記憶 2 

第６週 問題解決と思考 1 
第７週 問題解決と思考 2 

第 ８週 前期中間試験 

第 ９週 性格と知能１ 

第１０週 性格と知能 2 

第１１週 人間と発達 1 

第１２週 人間と発達 2 

第１３週 恋愛の類型 

第１４週 思いやりと攻撃性 
第１５週 幸福感 

［この授業で習得する「知識・能力」］  
１． 学習の成立について基礎的な内容を理解できる． 

２．知覚世界の不思議について基礎的な内容を理解できる． 

 
３．人間の発達について基礎的な内容を理解できる． 

４．自己について，色々な側面から考えることができる． 

［この授業の達成目標］ 
 感覚と知覚，学習と記憶，パーソナリティーについて理解でき，

また人間の発達の過程を理解できる． 

 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 
上記の１-４の「知識・能力」を網羅した問題を中間・定期試験

で出題し，目標の達成度を評価する．定期試験においては，60%

の得点で，目標を達成を確認できるレベルの課題又は試験を課す． 

 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］ 

授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間・定期試験のための学習も含む）の学習時間の総計が，４５時間に相当する学習内容で

ある． 

 教科書：柏原恵龍・著「自己理解の心理学」（三学出版） 
参考資料：授業時に適宜資料を配布する． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間・定期試験の２回の試験結果を平均し，それを９０％とし，残り１０％はレポートによ

り，その合計で１００％とする． 

 
［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること． 



 
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

経済学Ⅰ 平成２２年度 渡辺 潤爾 ４ 前 期 学修単位 1 選択 

 

［授業のねらい］ 

ミクロ経済学の基礎理論を通して，市場の原理と役割について理解を深める． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞とJABEE基準 1(1)(a)

に対応する． 

第１週 経済学の十大原理 

第２週 経済学者らしく考える 

第３週 相互依存と交易（貿易）からの利益 

第４週 市場と競争 

第５週 市場における需要 

第６週 市場における供給 

第７週 市場における均衡 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 政府の政策（１）：価格規制 

第１０週 政府の政策（２）：税金 

第１１週 消費者余剰 

第１２週 生産者余剰 

第１３週 市場の効率性 

第１４週 外部性と市場の非効率性 

第１５週 外部性に対する公共政策 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．トレードオフの概念について理解できる． 

２．機会費用の概念について理解できる． 

３．限界概念について理解できる． 

４．インセンティブと意思決定について理解できる． 

５．交易の利益について理解できる． 

６．市場の果たす経済活動の役割について理解できる． 

７．政府による市場のメカニズムの改善について理解できる． 

[この授業の達成目標] 

現実の経済問題や経済政策を考察・議論する際に必要とされる，

ミクロ経済学的な考え方，経済分析の進め方について理解を得る

ことを目標とする． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～７を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価

における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の 60％

の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ 各回の授業で扱うトピックについて，教科書の該当箇所を事前に必ず読んでおくこと． 

後期開講の「経済学Ⅱ」も併せて履修することが，より深い経済学の理解に有益である． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及びレポート作成に必要な標準的

な学習時間の総計が 45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：Ｎ・グレゴリー・マンキュー著『マンキュー入門経済学』東洋経済新報社，２００８． 

 参考書：伊藤元重著『入門経済学』日本評論社，２００４． 

その他授業中適宜指示する． 

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を最終評価とする．但し，前期中間の評価で 60 点に達してい

ない学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の成績を再試験

の成績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

[単位修得要件］ 与えられた課題を提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

哲学Ⅰ 平成２２度 奥 貞二 4 前期 学修単位１  選 

 

［授業のねらい］ 

 哲学とは何かについて基本的な理解をさせる．  

［授業の内容］ 

第 1週～第 15 週までの内容は，学習・教育目標（Ａ）＜視野＞， 

＜技術者倫理＞と，JABEE 基準 1(1)(a), (b)に対応する． 

   

第１週 哲学を始めるにあたって 

第２週 ＜哲学＞という言葉の由来 

第３週 ＜より哲学的である＞とは何か 

第４週 哲学と常識 

第５週 哲学と科学 

第６週 哲学と科学 

第７週 哲学の愛の側面 

第８週 中間試験 

 

 

 

 

第９週 哲学の原型(1) ソクラテスの場合 

第１０週 哲学の原型(1) デカルトの場合 

第１１週 哲学的探求 

第１２週 哲学的思惟 

第１３週 哲学固有の問題 

第１４週 西洋哲学の特徴 

第１５週 哲学史を学ぶ理由 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．哲学という言葉の由来を理解できる． 

２．哲学と科学との類似性と相違点を理解できる． 

３．哲学的思考を理解できる． 

 

 

４．哲学的思惟の特徴を理解できる． 

５．哲学固有の問題を理解できる． 

６．哲学史の重要性を理解できる． 

 

[この授業の達成目標] 

哲学という言葉の由来，科学との関係，哲学的思惟，ソクラテ

ス，デカルト哲学の特徴，哲学史の重要性を理解している． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～６を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価

における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の 60％

の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ その都度取り上げる参考文献は，目を通しておくことが望ましい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及び，長期休暇中に｢悲劇の誕生｣

を読ませ，内容を要約させるレポートの作成に必要な標準的な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：アリストテレス「心とは何か」桑子敏雄訳（講談社学術文庫）  

 参考書：「哲学の誕生」納富信留訳（ちくま新書） 

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を成績とする．但し，前期中間の評価で 60 点に達していない

学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の成績を再試験の成

績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポートを提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

文 学 概 論 Ⅱ 平成２２年度 石谷 春樹 ４ 後期 学修単位 1 選 

 

［授業のねらい］ これまで学んできた国語の学習を基礎として,さらに,日本近代文学における代表的な作品の理解を深める．具体的

には,講義によって作品を丁寧に読み分析する方法を身につけ,研究発表によって問題解決能力の養成と表現力の向上を目指す．その

うえで,現代における文学の意義について考えることを目標とする． 

［授業の内容］ 

 すべての内容は JABEE 基準１（１）の(ａ)および（ｆ）,学習・ 

教育目標(Ａ)の〈視野〉および（Ｃ）の〈発表〉に対応する． 

第１週 本授業の概要および学習内容の説明 

第２週 日本近代文学史の説明 

第３週 研究発表の具体例 

第 4週 樋口一葉「わかれ道」 

第５週 与謝野晶子「みだれ髪」 

第６週 森鴎外「舞姫」 

第７週 夏目漱石「夢十夜」 

第８週 志賀直哉「城の崎にて」 

 

 

 

 

第９週  谷崎潤一郎「刺青」 

第１０週 梶井基次郎「ある心の風景」 

第１１週 川端康成「伊豆の踊り子」 

第１２週 宮沢賢治「注文の多い料理店」 

第１３週 水野仙子「神楽阪の半襟」 

第１４週 吉屋信子「浜撫子」 

第１５週 まとめ 

 
 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１. 作品を一字一句丁寧に読み,作品を読解することができる． 

２．さまざまな視点から作品の細部を分析し,自らが問題点を探

し,その問題点について考察することができる． 

３、自らの問題点から結論を導く中で,これまでの研究史を把握し

たうえで,論理的な証明方法によって自分の意見を述べること

ができる． 

 

 

４．自らの作品解釈をもとにした研究成果を,発表することがで

き,発表を通じて得た問題解決能力を各自の専攻する学問の研

究方法に役立てることができる． 

５、研究発表において質疑応答などの討論を通して,相手の意見を

理解し,自分の意見を伝えることができる．また,討論を通し

て文学を学ぶ意義について考えることができる． 

６．研究発表を通して,レポートを作成することができる. 

［この授業の達成目標］ 

 日本近代文学の中で,代表的な作家の作品を中心に取り上げて,

作品を分析することを学び,作品に込められた作者の心情を読み

味わうことにより,日本近代文学に関する理解と認識を深めるこ

とを目標とする． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～６を網羅した問題を,定期試験と研究発

表・レポート等で出題し,目標の達成度を評価する．達成度評価に

おける各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の６０％

の得点で,目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ 授業中は講義に集中し,内容に対して積極的に取り組むこと．出された課題は,期日を守って必ず提出・実施すること． 

文学は作者の表現した作品を読み,作者の気持ちを考えることである．そこで授業を通して,人の気持ちを考えることを大切にするた

め,他人に対する思いやりのある行動を心がけること． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 近代文学を中心とした日本文学史の基礎知識 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と,研究発表に備えての予習,復習（定期試験のための学習を含む）,及びレポート・夏期課題

のエッセイ等の提出課題作成に必要な標準的な学習時間の総計が,４５時間に相当する学習内容である． 

教科書：「羅生門・鼻・芋粥・偸盗」（岩波文庫）「地獄変・邪宗門・好色・藪の中 他七篇」（岩波文庫）・プリント教材 

 参考書：「増補四訂 カラー版 新国語便覧」（第一学習社）「電子辞書」 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 定期試験の結果を６０％,研究発表の結果を２０％,レポート等の結果を２０％として,全体

の平均値を最終評価とする．ただし,再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポート等をすべて提出し,学業成績で６０点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

心理学Ⅱ 平成２２年度 市川 倫子 ４ 後期 学修単位 １ 選 

 

［授業のねらい］ 

 心理学は人の心のはたらきを見つめる学問であり，私たちの生活に密着した学問である． 

本授業では，心理教育的援助サービスとしての学校心理学の立場から心理学を捉え，具体的な心理学的技法を交えながら，人の心のは

たらきを学習する．また，さまざまな体験的な学習を取り上げ，自分自身や他者に対する理解を深める． 

［授業の内容］すべての内容は，学習・教育目標（A）<視野>と

JABEE 基準 1(1)の(a)に対応する 

第１週 自己開示 

第２週 対人関係の認知 

第３週 基本的対人態度 

第４週 ストレスとその対応 

第５週 共感 

第６週 交流分析１ エゴグラム 

第７週 交流分析２ エゴグラム 

 

第 ８週 後期中間試験 

第 ９週 交流分析３ ストローク 

第１０週 交流分析４ やり取り分析 

第１１週 交流分析５ OK 牧場 

第１２週 アサーション１ 基本的な態度 

第１３週 アサーション２ ＡＢＣ理論 

第１４週 アサーション３ ＤＥＳＣ法 

第１５週 ソルーション・フォーカスト・アプローチ 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］   

１．周りの人々と，どのような関係を成立させているかを知る． 

２．よりよいコミュニケーションの取り方を知る． 

 

３． 「自分のなりたい人間像」になるための行動方法を知る． 

 

［この授業の達成目標］ 

 さまざまな心理療法や技法の学習を通して心の理解を深め，社

会に生きる人の心や，心の健康について理解できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の１-３の「知識・能力」を網羅した問題を中間・定期試験

で出題し，目標の達成度を評価する．定期試験においては，60%

の得点で，目標を達成を確認できるレベルの課題又は試験を課す． 

 

［注意事項］ 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］ 

授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間・定期試験のための学習も含む）の学習時間の総計が，４５時間に相当する学習内容で

ある． 

 教科書：柏原恵龍・著「自己理解の心理学」（三学出版） 

参考資料：授業時に適宜資料を配布する． 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間・定期試験の２回の試験結果を平均し，８０％とする．授業時にレポートを課し，２０％

とし，全合計を１００％として計算する． 

 

［単位修得要件］学業成績で６０点以上を取得すること． 

  



 
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

経済学Ⅱ 平成２２年度 渡辺 潤爾 ４ 後 期 学修単位 1 選択 

 

［授業のねらい］ 

マクロ経済学の基礎理論を通して，経済の動きを大づかみに捉える手法と経済政策の役割について理解を深める． 

［授業の内容］ 

すべての内容は学習・教育目標(Ａ)＜視野＞とJABEE基準 1(1)(a)

に対応する． 

第１週 国民所得の測定 －ＧＤＰとは？－ 

第２週 ＧＤＰの構成要素 

第３週 物価指数 

第４週 実質と名目 

第５週 様々な国・地域の経済成長 

第６週 経済成長と生産性 

第７週 経済成長と公共政策 

第８週 中間試験 

 

 

第９週 貯蓄・投資と金融システム 

第１０週 貯蓄と投資  

第１１週 金融市場 

第１２週 短期の経済変動 

第１３週 総需要曲線 

第１４週 総供給曲線 

第１５週 総復習 

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．国民所得の概念について理解できる． 

２．実質と名目の概念について理解できる． 

３．経済成長の要因と政策について理解できる． 

４．財市場の均衡について理解できる． 

５．貨幣市場の均衡について理解できる． 

６．財政・金融政策のしくみと役割について理解できる． 

７．総需要と総供給の概念について理解できる． 

[この授業の達成目標] 

現実の経済問題や経済政策を考察・議論する際に必要とされる，

マクロ経済学的な考え方，経済分析の進め方について理解を得る

ことを目標とする． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～７を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価

における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．合計点の 60％

の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を課す． 

［注意事項］ 各回の授業で扱うトピックについて，教科書の該当箇所を事前に必ず読んでおくこと． 

       前期開講の「経済学Ⅰ」も併せて履修することが，より深い経済学の理解に有益である． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及びレポート作成に必要な標準的

な学習時間の総計が 45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：Ｎ・グレゴリー・マンキュー著『マンキュー入門経済学』東洋経済新報社，２００８． 

 参考書：伊藤元重著『入門経済学』日本評論社，２００４． 

その他授業中適宜指示する． 

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を最終評価とする．但し，前期中間の評価で 60 点に達してい

ない学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の成績を再試験

の成績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

[単位修得要件］ 与えられた課題を提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 
 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

哲学Ⅱ 平成２２年度 奥 貞二 ４ 後 期 学修単位 1 選 

 

［授業のねらい］（科目の背景と目標を記述する．） 

アリストテレスの「心とは何か」を精読しながら，哲学的思索と特徴的な考えを読み取る. 

［授業の内容］ 

第 1週～第 15 週までの内容は，学習・教育目標（Ａ）＜視野＞， 

＜技術者倫理＞と，JABEE 基準 1(1)(a), (b)に対応する． 

 

後期 

第１週 アリストテレスの作品を読むにあたっての注意 

第２週 心の一般的な定義               p68 412ａ－ 

第３週 原因しての心の定義               p75 413 a－ 

第４週 心の諸能力と種に固有な定義の与え方 p82 414ａ－ 

第５週 栄養摂取能力,生殖能力        p87 415 a－ 

第６週 感覚について論じるための重要な術語 p95 416 b－  

第７週 感覚対象とその種類         p102 418 a－ 

第８週 中間試験 

 

 

 

 

 

 

第９週     感覚の一般的性質        p131 424a― 

第１０週   感覚の種類,共通感覚       p136 424b－ 

第１１週  共通感覚の働き,判別能力     p140 425b－ 

第１２週  感覚と思考の区別,心的表象    p148 427a－             

第１３週   思惟するものとしての理性    p157 429a－ 

第１４週  作用する理性と受ける理性    p162 430a－       

第１５週  理性の働き           p166 430a－       

 

[この授業で習得する「知識・能力」] 

１．アリストテレスの著作の特徴を理解できる． 

２．アリストテレスの心の定義を理解できる． 

３．栄養摂取能力,生殖能力,感覚能力を各々理解できる．  

４．共通感覚を理解できる． 

５．心的表象について理解できる． 

６．理性を理解できる． 

 

[この授業の達成目標] 

アリストテレスの「心とは何か」を熟読し，アリストテレスの

心について理解を深めるとともに、哲学的思考を体得する． 

[達成目標の評価方法と基準]  

上記の「知識・能力」１～６を網羅した問題を 1回の中間試験，

1 回の定期試験とレポートで出題し，目標の達成度を評価する．

達成度評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．

合計点の 60％の得点で，目標の達成を確認できるレベルの試験を

課す． 

［注意事項］ その都度取り上げる参考文献は，目を通しておくことが望ましい． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］ 特になし． 

［自己学習］授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験，のための学習も含む）及び，長期休暇中に哲学の問題に

ついて提出させるレポートの作成に必要な標準的な学習時間の総計が，45 時間に相当する学習内容である． 

 教科書：アリストテレス「心とは何か」桑子敏雄訳（講談社学術文庫） 

 参考書：  

[学業成績の評価方法および評価基準] 中間・期末の試験結果の平均値を 80%，レポートを 20%とする．但し，前期中間の評価で 60

点に達していない学生については再試験を行い，再試験の成績が前期中間の成績を上回った場合には，60 点を上限として前期中間の

成績を再試験の成績で置き換えるものとする．期末試験については，再試験を行わない． 

［単位修得要件］ 与えられた課題レポートを提出し，学業成績で 60 点以上を取得すること． 



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

数学特講Ⅰ 平成２２年度 大貫 洋介 ４ 前期 学修単位１ 選 

 

［授業のねらい］工学において重要な概念である線形代数について学習する．行列の取り扱い方などの基礎事項の復習に加え発展的な

内容を学び，大学編入学にも対応できる学力を養う．また，ベクトル空間・線形写像など抽象的な概念に慣れ，理解することを目標と

する． 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び JABEE 基準１の（１）(c)に対応する． 

第１週 いろいろな行列（対称行列，交代行列，直交行列） 

第２週 行列式の性質，余因子，クラメルの公式 

第３週 ベクトル空間の定義 

第４週 部分空間 

第５週 １次独立，１次従属 

第６週 ベクトル空間の基底と次元 

第７週 線形写像の表現行列 

 

第８週 中間試験 

第９週  線形写像と次元 

第１０週 シュミットの直交化法 

第１１週 行列の階数と連立１次方程式 

第１２週 固有値と固有ベクトル（１） 

第１３週 固有値と固有ベクトル（２） 

第１４週 行列の対角化 

第１５週 ２次形式  

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．行列の基本計算ができる． 

２．掃き出し法を利用し，問題を解決することができる． 

３．行列式の計算ができる．  

４．クラメルの公式を用いて連立方程式を解くことができる． 

５．ベクトル空間であることが確かめられる．  

６．部分空間であることが確かめられる． 

７．１次独立・１次従属を理解し，判定できる．  

 

８．基底と次元を求めることができる． 

９．１次変換と行列の関係を理解し，関連する問題が解ける． 

10．シュミットの直交化法により正規直行基底が求められる． 

11．行列の階数を求めることができる． 

12．行列の固有値・固有ベクトルを求めることができる． 

13．行列を対角化することができる． 

14．行列の対角化を応用した問題を解くことができる． 

 

［この授業の達成目標］ 

線形代数の理論の基礎となる数学の知識を理解し，それに基づ

いて線形代数の具体的な問題が解けること．この分野に関連した

様々な問題を解決することができる． 

 

 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～１４を網羅した問題を中間試験，定

期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価における

各「知識・能力」の重みは概ね均等とするが，評価結果が百点法

で６０点以上の場合に目標の達成とする． 

 

［注意事項］授業以外の自宅などでの学習が必要である．大学編入学を目指す学生に合わせた講義・演習を行うので意欲的に取り組む

こと． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］３学年までに学習した数学の知識（基礎数学，線形代数，総合基礎） 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，４５時間に相当する学習内容である． 

 教科書： 例題と演習でマスターする線形代数 森北出版 大関清太・遠藤博著 

 参考書： 大学編入試験問題 数学/徹底演習 森北出版 林義実・山田敏清共著，鈴鹿高専数学教室の web サイト 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間試験と期末試験の平均点で評価する．ただし，中間試験で６０点に達していない者には

再試験を課し，再試験の成績が試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として再試験の成績に置き換える． 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること．  

Administrator
直線

Administrator
タイプライタ
中間試験と期末試験の平均点を80％，課題を20％として評価する

Administrator
矢印



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

数学特講Ⅰ 平成 22 年度 長瀬 治男 ４ 前期 学修単位１ 選 

 

［授業のねらい］講義は線形代数からなる．この分野の解法や理論は，工学にとって必須のものであり道具として自由に使いこなせる

ようになることが授業のねらいである．どの理論も今まで学んできた数学全般の生きた知識が要求されるので，その都度確認し復習す

る． 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び Jabee 基準１の（１）(c)に対応する． 

 (線形代数) 

第１週．序論（連立方程式の解の性質） 

第２週．連立方程式の係数行列と解の関係 

第 3週．一次変換の定義と性質 

第４週．一次変換の核空間・像空間  

第５週．ベクトル空間の定義と例 

第６週．ベクトルの一次独立・従属 

第７週．行列の固有値・固有ベクトル 

第８週．中間試験 

 

 

 

第９週．固有値・固有ベクトルの性質 

第１０週．固有値・固有ベクトルの計算 

第１１週．行列の対角化 

第１２週．対角化の応用（１） 

第１３週.対角化の応用（２） 

第１４週.対角化の応用（３） 

第１５週．線形代数の纏め（１） 

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（線形代数） 

１． 連立方程式の係数と解との関係が理解できて解ける． 

２．ベクトル空間の概念が理解でき，ベクトルの一次独立・従属

が判定できる． 

３．一次変換と行列との関係が理解でき，核空間・像空間を具体

的に計算できる． 

４． 行列の固有値・固有ベクトルを求めることが出来る． 

５．行列の対角化ができる． 

［この授業の達成目標］ 

 線形代数の理論の基礎となる数学の知識を理解し，それに基づ

いて線形代数の具体的な問題が解けて，この分野に関連した様々

な問題を解決することができる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～５を網羅した問題を中間試験，定期

試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価における各

「知識・能力」の重みは概ね均等とするが，各試験においては，

結果だけでなく途中の計算を重視する．評価結果が百点法で６０

点以上の場合に目標の達成とする． 

［注意事項］数学の多くの知識を使うので，低学年次に学んだことの復習を同時にすること．疑問が生じたら直ちに質問すること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］低学年の数学の授業で学んだこと． 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，４５時間に相当する学習内容である． 

 教科書： 数学教室のホームページで教材を提供しそれをもとに授業を進める． 

参考書： 「数学・徹底演習」林・山田著（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間，期末の２回の試験の平均点で評価する．ただし，中間試験で６０点に達していない者

には再試験を課し，再試験の成績が再試験の対象となった試験の成績を上回った場合には，６０点を上限としてそれぞれの試験の成績

を再試験の成績で置き換えることがある． 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること．  



 

授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

数学特講Ⅱ 平成２２年度 大貫 洋介 ４ 後期 学修単位１ 選 

 

［授業のねらい］工学のあらゆる分野で利用される微分積分に知識についての再確認を行う．計算方法だけではなく，微分量・積分量

の持つ意味を理解し利用する力を身につける．また、様々な応用問題を解決することを通じて，大学編入学にも対応できる学力を養う． 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び JABEE 基準１の（１）(c)に対応する． 

第１週 漸化式と数学的帰納法 

第２週 いろいろな関数の微分法 

第３週 高次導関数 

第４週 テイラーの定理とマクローリン展開 

第５週 積分法の応用（面積・体積など） 

第６週 偏微分の意味と偏導関数の計算 

第７週 合成関数の偏微分 

第８週 中間試験 

 

 

 

第 ９週 ２変数関数の極値 

第１０週 条件付き極値（ラグランジュの乗数法） 

第１１週 ２重積分の意味と基本計算 

第１２週 変数変換，極座標変換     

第１３週 広義積分 

第１４週 ２重積分の応用 

第１５週 媒介変数で表された曲線 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

１．漸化式で表された数列の一般項が求められる． 

２．数学的帰納法を用いて等式を証明することができる． 

３．対数関数や逆三角関数など様々な関数を微分できる． 

４．関数の第ｎ次導関数を求めることができる． 

５．関数をテイラー展開，マクローリン展開することができる． 

６．積分を用いて，面積や体積，曲線の長さなどが求められる． 

７．偏導関数を求めることができる． 

８．合成関数の偏導関数を求めることができる． 

９．２変数関数の極値を求めることができる． 

10．条件の付いた関数の極値を求めることができる． 

11．２重積分の基本計算ができる． 

12．変数変換を用いて２重積分を求めることができる．  

13．２重積分の広義積分を求めることができる． 

14．２重積分を用いて立体の体積や曲面積を求めることができる． 

15．媒介変数表示の曲線に関する問題を解くことができる． 

［この授業の達成目標］ 

微分積分の理論の基礎となる数学の知識を理解し，それに基づい

て微分積分の具体的な問題が解けて，この分野に関連した様々な

問題を解決することができる． 

 

 

 

［達成目標の評価方法と基準］ 

上記の「知識・能力」１～１５を網羅した問題を中間試験，定

期試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価における

各「知識・能力」の重みは概ね均等とするが，評価結果が百点法

で６０点以上の場合に目標の達成とする． 

 

［注意事項］授業以外の自宅などでの学習が必要である．大学編入学を目指す学生に合わせた講義・演習を行うので意欲的に取り組む

こと． 

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］３学年以下で学習した数学の知識（基礎数学，微分積分，総合基礎） 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，４５時間に相当する学習内容である． 

 教科書： 大学・高専生のための微分積分Ⅰ・Ⅱ 森北出版 糸岐宣昭他著 

 参考書： 大学編入試験問題 数学/徹底演習 森北出版 林義実・山田敏清共著，鈴鹿高専数学教室の web サイト 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間試験と期末試験の平均点で評価する．ただし，中間試験で６０点に達していない者には

再試験を課し，再試験の成績が試験の成績を上回った場合には，６０点を上限として再試験の成績に置き換える． 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること．  

Administrator
直線

Administrator
タイプライタ
中間試験と期末試験の平均点を80％，課題を20％として評価する

Administrator
矢印



授業科目名 開講年度 担当教員名 学年 開講期 単位数 必・選 

数学特講Ⅱ 平成 22 年度 長瀬 治男 ４ 後期 学修単位１ 選 

 

［授業のねらい］講義は 多変数関数の微分と積分・微分方程式・ベクトル解析からなる．この分野の解法や理論は，工学にとって必

須のものであり道具として自由に使いこなせるようになることが授業のねらいである．どの理論も今まで学んできた数学全般の生きた

知識が要求されるので，その都度確認し復習する． 

［授業の内容］この授業の内容は全て学習・教育目標(B)＜基礎＞

及び Jabee 基準１の（１）(c)に対応する． 

（解析学） 

第１週.１変数関数の極値と最大・最小（１） 

第２週.１変数関数の極値と最大・最小（２） 

第３週．２変数関数の極値と最大・最小（１） 

第４週．２変数関数の極値と最大・最小（２） 

第５週．重積分（１）極座標・球面座標による座標変換 

第６週．重積分（２）それ以外の座標変換 

第７週．重積分（２）累次積分 

第８週． 中間試験 

 

（微分方程式） 

第９週．  定数係数線形非斉次微分方程式の解法 

第１０週．変数係数線形微分方程式の解法（１） 

第１１週．変数係数線形微分方程式の解法（２） 

（ベクトル解析） 

第１２週．ベクトル関数の微分・積分 

第１３週．関数の勾配・発散・回転など 

第１４週．線積分・面積分  

第１５週．ガウス、グリーン、ストークスの定理  

 

［この授業で習得する「知識・能力」］ 

（解析学） 

１． １変数及び２変数関数の極大・極小並びに最大・最小を求め

ることができる。 

２． 極座標・球面座標やその他の座標変換を用いて重積分の計算

ができる。 

３． 累次積分の計算ができる。 

（微分方程式） 

４．定数係数線形斉次微分方程式が解ける． 

５．定数係数線形非斉次微分方程式が解ける． 

６．変数係数線形微分方程式が解ける． 

（ベクトル解析） 

７．関数の勾配・発散・回転が計算で求められる． 

８．線積分・面積分が計算できる． 

［この授業の達成目標］ 

 微分方程式・ベクトル解析の理論の基礎となる解析学の知識を

理解し，それに基づいて微分方程式・ベクトル解析等の具体的な

問題が解けて，この分野に関連した様々な問題を解決することが

できる． 

［達成目標の評価方法と基準］ 

 上記の「知識・能力」１～８を網羅した問題を中間試験，定期

試験で出題し，目標の達成度を評価する．達成度評価における各

「知識・能力」の重みは概ね均等とするが，各試験においては，

結果だけでなく途中の計算を重視する．評価結果が百点法で６０

点以上の場合に目標の達成とする． 

［注意事項］数学の多くの知識を使うので，低学年次に学んだことの復習を同時にすること．疑問が生じたら直ちに質問すること．  

［あらかじめ要求される基礎知識の範囲］低学年の数学の授業で学んだこと． 

［自己学習］ 授業で保証する学習時間と，予習・復習（中間試験，定期試験のための学習も含む）に必要な標準的な学習時間の総計

が，４５時間に相当する学習内容である． 

 教科書： 数学教室のホームページで教材を提供しそれをもとに授業を進める． 

参考書： 「数学・徹底演習」林・山田著（森北出版） 

［学業成績の評価方法および評価基準］ 中間，期末の２回の試験の平均点で評価する．ただし，中間試験で６０点に達していない者

には再試験を課し，再試験の成績が再試験の対象となった試験の成績を上回った場合には，６０点を上限としてそれぞれの試験の成績

を再試験の成績で置き換えることがある． 

［単位修得要件］ 学業成績で６０点以上を取得すること．  
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